
平成 21 年２月 23 日 

各  位 

会 社 名 三井海洋開発株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 山 田 健 司

（ コ ー ド 番 号 ６２６９ 東 証 第 １ 部 ） 

問 合 せ 先 経営企画室長 高 野 育 浩

電 話 番 号 ０３-６２０３-０２００（代表）

 

 

業績予想と決算値との差異に関するお知らせ 

 

 

平成 20 年２月 21 日に公表し、11 月 17 日に修正した通期連結業績予想及び通期単体業績予想

と平成 21 年２月 23 日公表の実績との差異につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 12 月期 業績予想数値との差異（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

 

（１）連結業績 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 140,000 1,400 2,600 1,300 34 円 75 銭

実績（Ｂ） 143,669 1,973 2,529 1,357 36 円 30 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 3,669 573 △71 57 －

増減率（％） 2.6 40.9 △2.7 4.4 －

（ご参考）前年実績 144,040 6,959 7,828 4,499 120 円 28 銭

 

（２）個別業績 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 33,000 △900 900 700 18 円 71 銭

実績（Ｂ） 37,293 368 1,733 1,136 30 円 38 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 4,293 1,268 833 436 －

増減率（％） 13.0 － 92.6 62.3 －

（ご参考）前年実績 56,378 5,035 4,834 1,893 50 円 62 銭

 



２．差異の理由 

（１） 個別業績 

個別業績につきましては、工事進行基準による FPSO の建造実績が予想を上回ったこ

とにより、売上高及び利益面共に予想を上回りました。 

なお、FPSO 等の建造プロジェクトにおいては、建造工事に要する費用を工事の進行度

合いに応じて発注者から前受金によって回収しておりますが、10 月以降の急激な円高の

進行に伴って、前受金の円貨換算に用いた為替レートと建造工事費用の円貨換算に用い

た為替レートに乖離が生じた結果、営業利益が増加する一方で、営業外費用における為

替差損の計上額は 12 億円に拡大いたしました。 

 

（２） 連結業績 

連結業績につきましては、上述のとおり当社の個別業績が予想を上回ったことに伴っ

て連結営業利益は予想を上回りましたが、海外グループ会社の業績を連結する際に用い

る会計年度末の為替レートが 91 円 04 銭と大幅な円高となった為、連結売上高、連結経

常利益及び連結当期純利益についてはほぼ予想どおりとなりました。 

 

以 上 

 


